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② 従来の谷津の環境復活のための手入れが必要である。

③ 従来の谷津の姿も参考に、景観などを復活させるとともに、市民が安

全・安心に保全活動に参加できる環境整備を図るために以下の事業を

実施する。

〇市民が安全に保全参加するために木道を設置するにあたっての設置場

所等の検討と整備。 

〇緑地内の草刈りと田んぼ型湿地の回復。 

貴団体の特性、協働

で実施するメリット 

当会では、2015 年以来、当該緑地において、トンボやホタルなどの谷津の

生きものを増やそうと試行錯誤をしているが、必ずしも成果が出ているとは言

えない。 

しかしながら当団体は、当該緑地の実態を熟知しているだけでなく、先進地

の試みや専門家の助言を謙虚に受け入れて、谷津の豊かな生態系を取り戻

し復活させる意欲に満ちている。 

また、日本トンボ学会会長などトンボの専門家やNPO富里のホタルなど、ホ

タルに詳しい団体などとのよい協力関係がある。

劣化しつつある印西市の谷津の生態系を市民の手で守り、維持管理してい

く契機となる。 

継続実施により 

得られる効果 

（自由提案型は今後の

展望も記入） 

市民の手で谷津の生態系を復活できることを市民に周知することにより、印

西市の貴重な里山の自然を市民で自らが守る機運となる。 

印西市には、まだまだホタルの生息する谷津が存在するが、その谷津は耕

作放棄により、手入れがなされないまま、存亡の危機にある。それらの谷津

は、私有地であるため、ここと同じようにはいかないが、それでも美しい谷津の

景観を取り戻すことにより、市民の手で谷津を守るモデルとなる。 
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（提案書 様式② 最終審査） 

協働事業計画書 

事  業  名 市民参加で守る別所谷津公園の谷津の生態系 

事 業 の目 的 

別所谷津公園の谷津（別所緑地）において、まだわずかに残っている、ゲ

ンジボタルとヘイケボタル及びトンボなどそのほかの水辺の生きものの

生息環境を整備し、復活させることによって、印西市で劣化が進んでい

る谷津の生態系を市民で守る活動の契機とする。特にデッキからの風景

を美しい谷津に整えることによって、市民の関心を得るとともに、観察

路や木道などの整備によって、市民が安全、安心に活動しやすい環境作

りを実施する。 

市の施策上の位置

付け及び協働部署 

（施策名）別所緑地（印西市都市緑地） 

（部署名）都市整備課、環境保全課、市民活動推進課 

事 業 期 間 令和７年４月１日  ～  令和８年３月 31日 

事 業 の内 容 

詳細に役割分担別に 

記入 

（役割分担を、できれば

事前に市の担当に相談

して記すか、希望を記

す） 

提 案 者 市 

〇前年度に策定した緑地整備計画

に基づき、草刈り、手作業による田

んぼ型湿地回復のための池掘りと

あぜ道作りなどの保全作業の実施 

〇市民も参加できる保全イベント

の企画と実施。 

〇まちづくりファンドによる木道、

観察道の設置、水路及び入口フェン

ス整備のための準備。

〇まちづくりファンド申請のため

の助言。 

〇湿地回復についての助言。 

〇関係機関との調整・仲介 

〇市民への周知と参加者の募集協

力。 

事業に要する 

経    費 
※詳細については、様式③による

285,960円 1,001,574円 

事業の運営体制 

（事業関係者、協力者、有

資格者など）

谷津のホタル復活に有効な実践経験のある NPO 富里ホタルの会や、日本

トンボ学会会長の率いる神奈川トンボ調査・保全ネットワークの協力に

より、水辺の生きものの生息環境を復活、整備することができる。 
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協働のメリット 

（各立場にとっての効果を

簡潔に） 

提案者 市 民 市 

・都市地域から里山地

域へのアプローチとな

るよう勧めてきた別所

谷津公園の水辺の取り

組み（谷津に親しむ公

園作り）が、大きく前進

し、市民を取り込んだ

活動を推進できる。 

・別所緑地に設置され

ているデッキから、美

しい谷津の風景が望め

るように整備すること

によって、印西の自然

と保全の必要性をアピ

ールできる。 

・自然と都市機能が共

生するまちづくりの実

践を経験でき、将来に

ホタル飛ぶ里山の原風

景を残す契機となる。 

・印西市環境基本計画

及び印西市緑の基本計

画の実装実験となり、

自然と共生するまちづ

くりへ市民と協力して

実施する契機となる。 

・別所緑地に設置され

ているデッキを有効活

用できる。 

対話方法 

市との協議や打ち合わせ方法

作業計画、イベントについては、随時打ち合わせ会を実施し、相談する。 

事業の周知方法 
周知方法 いんざい広報、ちらし、スクリレ配信、地域新聞、会のネット

広報など。 

評価の方法 

（具体的な目標値）

目標値 

・ホタルやトンボの飛翔空間確保など、緑地整備のため述べ 140 名が参

加して草刈り及び田んぼ型湿地回復（浅い池掘り）を実施する。 

・市民参加による保全の土台作りのために、20名以上の一般市民が参加

して保全体験に参加する。 

・ホタルやトンボの産卵場所確保のための田んぼ型湿地回復について、

田んぼ型湿地面積を現状の 2倍以上に増やす。 

備    考 

谷津のホタル復活に有効な実践経験のある NPO 富里のホタルや、日本ト

ンボ学会会長の率いる神奈川トンボ調査・保全ネットワークの協力によ

り、水辺の生きものの生息環境を復活、整備することができる。 

その他（添付書類等） 

提案４－ 15



（提案書 様式③ 最終審査） 

企画提案型協働事業経費内訳書 

無償分を含む総事業費 （金 1,287,534円） 

うち市に負担を求める額（委託費） 金 1,001,574 円 

【歳入】 

項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

市に負担を求める額 1,001,574 

提案者が負担する額 285,960 

その他収入 

無償分を含めない合計額 

無償労働力等換算金額 企画・事務・イベント実施人件費相当 (285,960) 

無償分を含む総事業費 
(1,287,534) 

【歳出】 

項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

人件費 ホタル調査（夜間） 2000 円×4 人/回×4 回＝

32,000 円 

草刈り・田んぼ掘り 1,076円×３時間×140人 ＝ 

451,920 円 

ちらし作成費 20,000 円×２回 

523,920 

報償費 木道・田んぼ型湿地回復検討助言者謝礼 

（トンボ）３0,000円

（ホタル）10,000×2 人×２回＝４0,000 円

トンボ等昆虫調査 30,000円×２回

植物調査 20,000円×3回 

190,000 

旅費 木道検討助言者 

（トンボ） 片道 5,632円×往復＝11,264 円

（ホタル） ガソリン  30円×片道 30ｋm×往復×2

人×2 回＝7200円 

昆虫・植物調査 2,000 円×５回 

28,464 

印刷製本費 ちらし各戸配布用印刷 20,000 
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保険料 195,190円 195,190円 

使用料 軽トラック 500 円×15 回＝7,500 7,500 

消耗品費 ガソリン代 混合ガソリン 4ℓ缶 2,000 円×10 缶 

刈払い機の替え刃 2,500円×５枚 

ノコギリ替え刃 800 円×5枚

36,500 

提案者が負担する 

無償労働力（Ａ） 

1,076 円 × ３ 時 間 × 延 べ 70 人 ＝ 

225,960 円 

（225,960） 

提案者が負担する 

無償機材等（Ｂ） 

刈払い機 1,000 円×５台×10 日＝５0,000円 

トリマー 1,000 円×10 日＝10,000円

（60,000） 

無償労働力等換算金額 （Ａ）+（Ｂ） (285,960) 

無償分を含む総事業費 (1,287,534) 

（提案書 様式④ 最終審査） 

年間事業スケジュール 

実施予定日 活 動 内 容 参加人数 

4月～3月 

4月 

4月 

4月～12月 

5月～10月 

９月～10月 

10月 

11月～１月 

2月～3月 

市との打ち合わせ 

協定・契約締結 

別所緑地の草刈り 

市民参加によるセイタカアワダチソウ引っこ抜き 

別所緑地の草刈り（月 1回～2回） 

昆虫及び植物調査 

ホタル調査

市民参加によるセイタカアワダチソウ花穂刈り 

市への中間報告 

別所緑地の草刈り（月 1回～2回） 

田んぼ型湿地作り、（作業道作り・ファンド） 

３ 

３ 

20 

20 

60 

10 

16 

20 

３ 

50 

10 
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